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三
軒
茶
屋
周
辺
地
区
は
、
狭
い
道
路
や
行
き
止
ま
り
の
道
路
が
多
く
、
地
域
防
災
の
骨
格
と

な
る
都
市
計
画
道
路
や
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
る
主
要
生
活
道
路
等
が
未
整
備
で
あ
り
、
老
朽

木
造
住
宅
の
密
集
と
と
も
に
防
災
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
や
緑
地
等
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
、
良
質
な
都
市
型
住
宅
の
不
足
な
ど
、
居
住
環
境
・
多
様
な
生
活
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
面
に
お
い
て
も
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
・
解
決
す
る
た
め
に
、
明
治
薬
科
大
学
の
移
転

に
伴
い
発
生
し
た
大
規
模
用
地
等
を
活
用
し
て
、
都
市
計
画
道
路
・
主
要
生
活
道
路
の
拡
幅
整

備
や
防
災
広
場
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
、
沿
道
の
緑
化
等
を
行
い
、
密
集
市
街
地
の
整
備

改
善
お
よ
び
良
質
な
都
心
居
住
住
宅
の
供
給
等
を
官
公
民
の
連
携
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

（
1
）
事
業
化
の
契
機

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
当
時:

住
宅
・
都
市
整
備
公

団
）
は
、
平
成
8
年
3
月
に
大
学
跡
地
（
約
3.0

ha
）
を
取
得
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
防
災

性
や
住
環
境
の
向
上
、
良
質
な
住
宅
供
給
な
ど

当
地
区
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
地
方
公
共

団
体
、
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
、
役
割
分
担

の
も
と
密
集
市
街
地
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
成
9
年
1
月
、
当

地
区
の
開
発
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
条
件
及

び
事
業
ス
キ
ー
ム
等
を
整
理
す
べ
く
、
東
京
都
、

世
田
谷
区
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
構
成
さ
れ
る
委

員
会
を
設
置
し
、
地
区
の
課
題
を
3
者
の
共
通

認
識
と
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
行
政
、
民

間
事
業
者
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
上
記
を
踏
ま
え
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
世
田
谷

区
及
び
民
間
事
業
者
と
の
連
携
の
も
と
以
下
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
　

①
道
路
、
広
場
な
ど
の
基
盤
整
備
と

　
防
災
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献

・
都
市
計
画
道
路
補
助
2
0
9
号
線
（
明
薬
通

　
り
）
の
機
構
直
接
施
行
（
延
長
約
6
3
0
ｍ
、

　
幅
員
16
ｍ
）

・
拠
点
地
区
外
周
の
道
路
拡
幅
や
歩
道
整
備

・
拠
点
敷
地
内
に
一
時
避
難
広
場
を
確
保

②
民
間
事
業
者
と
の
共
同
事
業

・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
土
地
譲
渡
を
行
い
、
民
間

　
事
業
者
が
分
譲
住
宅
を
建
設
・
譲
渡
す
る
共

　
同
分
譲
事
業

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
生
活
支
援
施
設
（
保
育

　
施
設
、
高
齢
者
施
設
等
）
の
管
理
・
運
営

③
多
様
な
都
市
型
賃
貸
住
宅
の
供
給

・
Ｋ
Ｓ
Ｉ
住
宅
に
よ
る
耐
久
性
・
更
新
性
、
可

　
変
性
の
向
上
を
図
っ
た
住
宅
の
供
給

・
生
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
の
環
境
へ

　
の
配
慮

等

（
3
）
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
の
導
入

　
当
地
区
周
辺
は
、
大
学
、
企
業
社
宅
等
の
跡

地
に
お
け
る
市
街
地
住
宅
の
供
給
が
見
込
ま
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
性
の
向
上
に
寄
与

す
る
公
共
施
設
（
都
市
計
画
道
路
補
助
2
0
9

号
線
）
も
あ
わ
せ
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
世
田
谷
区
が
東
京
都
と
協
議
を
行
い
、
住

宅
市
街
地
整
備
総
合
支
援
事
業
（
現:

住
宅
市
街

地
総
合
整
備
事
業
）
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、

平
成
11
年
度
に
国
土
交
通
大
臣
（
当
時:

建
設
大

臣
）
の
承
認
を
取
得
し
ま
し
た
。

（
1
）
直
接
施
行
の
活
用

　
当
地
区
で
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
自
ら
公
共
施

設
の
整
備
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
を
推

進
す
べ
く
直
接
施
行
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。

直
接
施
行
制
度
と
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
法
第
18
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
面
的
整

備
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
関
連
公
共
施
設

を
、
本
来
管
理
者
で
あ
る
公
共
団
体
の
同
意
を

得
て
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て

施
行
す
る
制
度
」
で
、
公
共
団
体
の
メ
リ
ッ
ト

は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
マ
ン
パ
ワ
ー
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
事

業
を
施
行
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
の
手
続
き
か

ら
、
用
地
買
収
補
償
交
渉
、
設
計
・
施
工
・
検

査
ま
で
一
括
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

短
期
間
に
集
中
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
投
下
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
（
公
共
団
体
の
人
員
的
負

担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
）
と
と
も
に
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
。

②
事
業
費
の
予
算
化
と
平
準
化
が
容
易

　
事
業
資
金
は
機
構
が
立
て
替
え
、
地
方
公
共

団
体
の
一
般
財
源
負
担
分
は
長
期
割
賦
返
済
に

よ
り
、
財
政
負
担
の
平
準
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

（
2
）
事
業
用
代
替
地
の
活
用

　
大
学
跡
地
は
ま
と
ま
っ
た
敷
地
で
道
路
に
囲

ま
れ
た
第
一
工
区
（
大
学
建
物
）
と
、
住
宅
地
に

隣
接
す
る
第
二
工
区
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
寮
）
か
ら

な
っ
て
お
り
、
第
二
工
区
は
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
で
あ
り
、
道
路
事
業
の
代
替
地
（
事

業
用
地
）
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路

事
業
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年

7
月
に
用
地
買
収
に
伴
い
移
転
対
象
と
な
る
地

権
者
の
う
ち
、
代
替
地
と
し
て
事
業
用
地
を
希

望
す
る
人
に
対
し
て
事
業
用
地
に
関
す
る
説
明

会
を
実
施
し
、
代
替
地
に
つ
い
て
の
要
望
（
希

望
宅
地
面
積
等
）
を
把
握
、
そ
の
後
、
用
地
買

収
交
渉
に
並
行
し
て
宅
地
設
計
を
行
い
平
成
14

年
1
月
に
工
事
完
了
、
土
地
譲
渡
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
計
16
画
地
）
。

（
3
）
都
市
計
画
道
路
の
整
備
構
想
・
整
備
計
画

①
道
路
幅
員
構
成

　
道
路
構
造
令
に
よ
る
と
原
則
と
し
て
車
道
9.0

ｍ
・
両
側
歩
道
3.5
ｍ
と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
市

街
地
内
の
都
市
計
画
道
路
で
あ
り
、
路
上
駐
車

を
防
止
す
る
こ
と
や
車
の
通
過
速
度
を
下
げ
る

こ
と
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
歩
行
も
含
め
た
十

分
な
歩
道
幅
員
の
確
保
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、

車
道
を
1
ｍ
狭
め
て
両
側
の
歩
道
を
4.0
ｍ
と
し

ま
し
た
。

②
整
備
構
想
・
整
備
計
画
の
作
成

　
道
路
の
実
施
設
計
に
着
手
す
る
前
に
、
当
該

道
路
及
び
周
辺
の
課
題
を
整
理
し
、
コ
ン
セ
プ

ト
を
策
定
す
る
た
め
に
世
田
谷
区
及
び
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
か
ら
な
る
「
明
薬
通
り
整
備
構
想
策
定

に
か
か
る
検
討
会
議
」
が
設
立
さ
れ
、
道
路
周

辺
の
将
来
像
、
道
路
の
整
備
計
画
、
道
路
周
辺
の

整
備
構
想
を
テ
ー
マ
に
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
『
誰
も
が
安
全
・
安
心
・
快
適
に
利
用

で
き
る
人
に
優
し
い
「
道
」
空
間
の
創
出
』
が

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
安
全
・
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
環
境
・
景
観
と
い
っ
た
目
標
に
基

づ
く
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

周
辺
住
民
と
は
、
検
討
会
議
と
並
行
し
て
「
明

薬
通
り
整
備
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
、
計
画
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

地
元
商
店
会
と
の
連
携
の
も
と
で
地
元
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
懇
談
会
の
活
動
内
容
に
関

し
て
ま
と
め
た

「
み
ち
づ
く
り
通

信
」
を
定
期
的

に
発
行
し
ま
し

た
。

Ｋ
Ｓ
Ｉ
住
宅
（
公
団
型
ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
住
宅
）

ス
ケ
ル
ト
ン
（
躯
体
や
共
用
設
備
部
分
）
と
イ
ン
フ
ィ
ル
（
内
装
や
専
用

設
備
部
分
）
を
分
離
す
る
こ
と
で
建
物
を
長
寿
命
化
し
、
環
境
へ
の
負

荷
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。整備前写真 （2001.8.8撮影）

航空写真

世田谷ティーズヒル鳥瞰写真

明薬通り整備懇談会の様子


